
　
　
　
　
　
　
　

　
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
最

大
の
人
口
３
１
０
０
万
人
を
擁
す
る
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
天
然
ガ
ス
や
金
な

ど
の
地
下
資
源
の
輸
出
に
よ
り
、
近
年
、

経
済
成
長
が
著
し
い
。
発
展
に
伴
っ
て
、

電
力
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
同

国
の
発
電
量
の
約
９
割
を
担
う
火
力
発

電
設
備
の
ほ
と
ん
ど
は
ソ
連
時
代
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
深
刻
だ
。

既
存
の
設
備
で
は
電
力
需
要
を
賄
い
き

れ
な
い
上
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
問
題

も
悪
化
し
て
お
り
、
高
効
率
発
電
設
備

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
発
電
の
効

率
化
を
国
の
優
先
課
題
に
掲
げ
て
お
り
、

電
力
不
足
の
緩
和
と
環
境
負
荷
の
低
減

に
向
け
、
電
力
公
社
の
ウ
ズ
ベ
ク
エ
ネ

ル
ゴ
が
設
備
の
近
代
化
を
推
進
中
だ
。

　
そ
ん
な
同
国
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る

の
が
、
日
本
製
の
「
コ
ン
バ
イ
ン
ド
・

サ
イ
ク
ル
発
電
プ
ラ
ン
ト（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）」

だ
。「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

内
で
天
然
ガ
ス
を
燃
焼
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電

し
、
同
時
に
そ
の
排
熱
を
再
利
用
し
て
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
す
る
プ
ラ
ン
ト

を
指
し
ま
す
。
従
来
型
の
火
力
発
電
よ

り
低
い
コ
ス
ト
で
高
効
率
の
発
電
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の

は
、
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株

式
会
社
の
浅
津
悠
気
さ
ん
だ
。

　
同
社
は
、
２
０
０
９
年
に
ウ
ズ
べ
ク

エ
ネ
ル
ゴ
が
自
己
資
金
で
実
施
し
た
、

ナ
ボ
イ
火
力
発
電
所
の
設
備
増
設
事
業

で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
初
参
入
。
同
社

製
C
C
P
P
の
品
質
と
手
厚
い
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
、
た
ち
ま
ち
日
本
の
技
術

へ
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、
以
来
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の

電
力
分
野
の
支
援
要
請
が
相
次
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
。
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ

ム
ズ
は
、
２
０
１
３
年
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
支
援
す
る
タ
リ
マ
ル
ジ
ャ
ン
火
力
発

電
所
の
設
備
増
設
事
業
に
参
画
し
て
い

る
。Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り
、
同
火
力

発
電
所
で
は
国
内
へ
の
電
力
供
給
量
が

増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
近
隣
地
域
へ

の
電
力
輸
出
も
可
能
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
同
火
力
発
電
所
で
２
基
目
と

な
る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
の
試
運
転
担
当
と
し
て
、

定
期
的
に
現
地
を
訪
れ
て
い
る
浅
津
さ

ん
は
、「
電
力
需
要
が
高
い
場
合
は
、
試

運
転
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
給
電
を
頼
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
、苦
労
し
ま
す
。で
も
、

そ
れ
だ
け
当
社
の
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
へ
の
期
待

が
高
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
無
事
に

引
き
渡
せ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

で
す
」
と
話
す
。

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
東
部
の
フ
ェ
ル
ガ

ナ
盆
地
で
は
、
電
力
不
足
の
た
め
毎
日

の
よ
う
に
停
電
が
起
こ
り
、
住
民
が
不

便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
、
同
地
方
で
初
め
て
の
火
力
発
電

所
と
な
る
ト
ゥ
ラ
ク
ル
ガ
ン
火
力
発
電

所
の
建
設
を
２
０
１
４
年
か
ら
支
援
し

て
お
り
、
こ
こ
に
も
三
菱
日
立
パ
ワ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
す
る

予
定
だ
。

　
こ
の
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
東
電
設
計
株
式
会
社

の
石
川
泰
さ
ん
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
エ
ネ
ル

ゴ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
地
に

長
期
滞
在
し
な
が
ら
、
事
業
を
監
理
し

て
い
る
。「
発
電
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

の
国
際
競
争
入
札
用
の
仕
様
書
作
り
や

応
札
書
類
の
評
価
、
契
約
手
続
き
な
ど

の
支
援
に
加
え
て
、
建
設
工
事
の
品
質

や
安
全
面
、
環
境
面
な
ど
を
監
理
す
る

こ
と
が
主
な
役
割
で
す
」
と
石
川
さ
ん
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
内
陸
国
で
あ
る
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な
ら
で
は

の
難
し
さ
が
あ
る
。
船
便

で
運
ん
で
き
た
プ
ラ
ン
ト

機
器
は
他
国
で
水
揚
げ
し
、

陸
路
で
何
カ
国
も
経
由
し

て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
建
設
地
に
至
る
輸
送

路
に
は
険
し
い
峠
も
あ
る
。

　「
ま
た
、
ウ
ズ
ベ
ク
エ
ネ

ル
ゴ
傘
下
の
発
電
会
社
と

建
設
事
業
を
進
め
る
中
で

は
、
上
層
部
の
一
声
で
計

画
が
変
更
さ
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
段
階
ご

と
に
承
認
を
取
っ
て
書
類

に
残
し
、
そ
れ
に
従
っ
て

事
業
を
進
め
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
重

要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
」

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
初
め
て
の
Ｃ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
は
、
２
０
１
２
年
に
ナ
ボ
イ
火
力

発
電
所
で
運
転
を
開
始
し
た
。
２
０
３

０
年
ま
で
に
20
基
を
整
備
す
る
こ
と
が

国
の
目
標
だ
。
し
か
し
、
ウ
ズ
ベ
ク
エ

ネ
ル
ゴ
は
現
在
、
そ
の
運
転
・
維
持
管

理
の
研
修
制
度
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
５
年
に
Ｃ

Ｃ
Ｐ
Ｐ
の
運
転
・
維
持
管
理
要
員
を
育

成
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
開
設
と
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
う
研

修
コ
ー
ス
の
策
定
や
教
材
作
り
、
講
師

の
育
成
な
ど
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
。

　「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
C
C
P
P

の
通
常
運
転
や
異
常
時
の
停
止
操
作
な

ど
を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

コ
ー
ス
と
教
材
の
内
容
も
固
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
株
式
会
社

ア
ジ
ア
共
同
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

村
田
幸
裕
さ
ん
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
同
社

は
今
年
２
月
、
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
や
電
力
会
社
な
ど
と
の
連
携
の

下
、
セ
ン
タ
ー
の
講
師
と
な
る
現
地
発

電
所
の
管
理
職
や
技
術
者
を
日
本
に
招

い
て
、
約
１
カ
月
間
の
研
修
を
実
施
。

参
加
者
は
、「
電
力
会
社
の
研
修
所
で

実
際
の
設
備
を
用
い
て
訓
練
で
き
て
勉

発
電
所
の
円
滑
な
建
設
を

支
え
る

発
電
技
術
を
伝
え
る

人
材
育
成
も

強
に
な
っ
た
」「
発
電
所
の
中
央
制
御
室

や
点
検
現
場
を
視
察
で
き
、
定
期
点
検

や
修
理
の
仕
方
を
学
べ
た
」
な
ど
と
話

し
て
い
る
。

　「
実
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

開
設
予
定
地
が
急
き
ょ
変
更
に
な
っ
た

こ
と
で
、
講
師
候
補
者
が
全
員
辞
退
し
、

選
出
し
直
す
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
研
修
参
加
者
た
ち
の
意

欲
の
高
さ
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。
中

央
ア
ジ
ア
初
の
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
通
じ
て
、

〝
プ
ロ
の
電
力
マ
ン
〞
の
育
成
に
携
わ
れ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
村
田

さ
ん
。
ウ
ズ
ベ
ク
エ
ネ
ル
ゴ
も
、
将
来

的
に
は
近
隣
諸
国
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
に

研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
電
力
分
野
で
の
協
力
は
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
で
も
進
行
中
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

石
油
火
力
発
電
所
が
多
か
っ
た
同
国
で
、

初
の
天
然
ガ
ス
火
力
複
合
発
電
所
の
整

備
を
支
援
。
２
０
０
３
年
に
完
成
し
た

セ
ヴ
ェ
ル
ナ
ヤ
・
ガ
ス
火
力
複
合
発
電

所
は
、
今
で
は
国
の
消
費
電
力
の
１
割

を
担
う
中
核
発
電
所
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
も
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
火
力

複
合
発
電
所
を
建
設
中
で
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
同
様
、
日
本
企
業
が
発
電
能
力

の
向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
人
々
の
生
活
と
経
済
活
動
の
根
幹
で

あ
る
電
力
。
電
力
安
定
供
給
に
向
け
た

協
力
が
国
の
明
日
を
照
ら
し
て
い
る
。

ナボイCCPP-1の運転・維持管理要員とJICA専門家チーム

特集 中央アジア・コーカサス
シルクロードの今を追う

東電設計の現地スタッフ
を含むプロジェクトメンバー

電
力
の
安
定
供
給

日
本
製
に
期
待

タシケント

ナボイ

タリマルジャン
トゥラクルガン

Uzbekistan
from ウズベキスタン

発
電
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
発
電
効
率
の
悪
化
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
よ
る

環
境
負
荷
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
。
日
本
は
同
国
各
地
で
、

ソ
連
時
代
に
建
て
ら
れ
た
発
電
設
備
の
更
新
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

導
入
し
た
設
備
を
運
転
・
維
持
管
理
で
き
る
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。

停
電
の
な
い
暮
ら
し
を
こ
の
手
でウズベキスタンの中核発電

所であるタリマルジャン火力
発電所。電力需要がピーク
に達する冬は、首都タシケン
トでも計画停電があるという

ナボイ火力発電所のCCPP-1の中央制御室

CCPPの中核となるガスタービ
ン。ウズベキスタンでガスタービン
を利用してつくられている電力の
半分以上は、三菱日立パワーシ
ステムズ製の設備による発電だ
（発電設備容量ベース）
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